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論 文 題 目：Study on Fe-Cr-based Brazing Filler Metals as Substitutes for 

Ni-based Brazing Filler Metals （Ni 基ろう代替 Fe-Cr 基ろうに関する研究） 

 

 

論文の概要及び判定理由 

本研究は，ステンレス鋼のろう付材料として使用される Ni ろうの代替材料を研究対象と

して，希少金属である Ni の含有量を大幅に低下させた Fe-Cr 基ろうを開発して，既存 Ni

ろう並みの機械的特性および耐食性を有するろう付部を形成することを目的とした。既存

Ni ろうと同程度の溶融特性および機械的特性を有する Fe-Cr-Ni-P 系ろうの開発に成功し

た。ステンレス鋼との接合強度の向上には，Mo 添加によるミクロ組織の微細化と接合部

間隙制御による最終凝固部の生成抑制が効果的であることを示した。また，強酸性水溶液

中での接合部の腐食は最終凝固部で発生し，Fe，Cr，Ni を主体とする固溶体相をアノー

ド，P 化合物相をカソードとして進行するメカニズムを示した。Mo 添加によるミクロ組織

の微細化は耐食性の向上にも有効で，固溶体相の腐食により P 化合物相が出現してカソー

ド領域が連なると腐食の進行が抑制されることを示した。以上の成果は，ミクロ組織制御

によるろう材の機械的特性および耐食性の向上に寄与するものであり，希少金属の代替材

料開発にも貢献が期待できる。そのため博士（工学）の学位に値するものと判定した。 
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